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(57)【要約】
　内容積を画定する柔軟な側壁を有するバッグが、液体
を吸収し保持する働きをする漏れ防止機能を備える。こ
れらの機能は、高吸収性ポリマーなどの接着剤と吸収剤
から作成することができる吸収粘着性混合物を含む。吸
収粘着性混合物は、柔軟な側壁の内側面の、液体に遭遇
する可能性が高い場所に付着させることができる。漏れ
防止機能は、また、側壁の内側面に付着されかつ吸収接
着剤によって側壁に接合することができる不織布材料か
ら作成できる基材を含むことができる。様々な実施形態
において、バッグは、また、臭気中和機能を含むことが
できかつ／または伸縮自在な側壁で構成されてもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の柔軟な側壁と、
　第１の側壁と重なり接合されて内容積を提供する第２の柔軟な側壁と、
　吸収剤と接着剤を含み、内容積内に配置された吸収粘着性混合物と、
を有し、
　前記内容積へのアクセスは、前記第１と第２の柔軟な側壁の間に配置された開口部を介
して行えるバッグ。
【請求項２】
　吸収粘着性混合物は、高吸収性ポリマーを含む、請求項１に記載のバッグ。
【請求項３】
　高吸収性ポリマーは、ポリアクリル酸ソーダである、請求項２に記載のバッグ。
【請求項４】
　内容積内に配置された基材を更に有する、請求項２に記載のバッグ。
【請求項５】
　基板は、ポリプロピレン、ポリエチレン、エチレン、ナイロンおよびポリエステルから
成るグループから選択された不織布材料である、請求項４に記載のバッグ。
【請求項６】
　第１の柔軟な側壁、吸収粘着性混合物および基材は、積層されている、請求項４に記載
のバッグ。
【請求項７】
　第１の柔軟な側壁は、第２の柔軟な側壁に接合されて、第１の側縁、平行な第２の側縁
、閉じた下縁、および開いた上縁を提供する、請求項４に記載のバッグ。
【請求項８】
　吸収粘着性混合物と基材は閉じた下縁にほぼ沿って延在している、請求項７に記載のバ
ッグ。
【請求項９】
　吸収粘着性混合物と基材は第１の側縁と第２の側縁の間に延在している、請求項７に記
載のバッグ。
【請求項１０】
　臭気中和成分を更に含む、請求項１に記載のバッグ。
【請求項１１】
　臭気中和成分は収粘着性混合物の一部である、請求項１０に記載のバッグ。
【請求項１２】
　第１と第２の柔軟な側壁は、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、鎖状低密度ポ
リエチレン、ポリプロピレン、エチレン酢酸ビニル、ナイロン、ポリエステル、エチレン
ビニルアルコール、他の重合体、およびこれらの共押出し体と積層体からなるグループか
ら選択された材料で構成された、請求項１に記載のバッグ。
【請求項１３】
　第１と第２の柔軟な側壁は、第１の複数の領域と第２の複数の領域からなり、第２の複
数の領域は、第１の複数の領域より盛り上がったリブとして形成された、請求項１に記載
のバッグ。
【請求項１４】
　バッグを形成する方法であって、
（ｉ）柔軟な材料のウェブを提供する段階と、
（ｉｉ）吸収剤を接着剤と混合して吸収粘着性混合物を形成する段階と、
（ｉｉｉ）吸収粘着性混合物をウェブに付着させる段階と、
を含む方法。
【請求項１５】
　（ｉｖ）ウェブに基材を貼り付ける段階を更に含む、請求項１４に記載の方法。
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【請求項１６】
　吸収粘着性混合物は、基材をウェブに貼り付ける前に基材に貼り付けられる、請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
　吸収粘着性混合物は、吸収粘着性混合物を覆う位置で基材をウェブに貼り付ける前にウ
ェブに貼り付けられる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　（ｖ）柔軟な材料の第２のウェブを提供する段階と、
　（ｖｉ）第１のウェブを第２のウェブに接合して、内容積を画定する第１の側壁および
向かい合う第２の側壁を形成する段階と、
を含み、第１と第２の側壁は、第１の側縁、平行な第２の側縁、および閉じた下縁に沿っ
て接合されており、内容積は、閉じた下縁に対して平行な上縁にある開口部を介してアク
セス可能である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　（ｖ）ウェブを半分に折り畳む段階と、
　（ｖｉ）第１のウェブの半分を第２のウェブの半分に接合して、内容積を画定する第１
の側壁および向かい合う第２の側壁を形成する段階と、
を含み、第１と第２の側壁は、第１の側縁、平行な第２の側縁、および閉じた下縁に沿っ
て接合され、内容積は、閉じた下縁と平行な上縁の開口部を介してアクセス可能である、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　内容積を提供する柔軟な側壁と、
　高吸収性ポリマーと接着剤を含み、側壁に貼り付けられた吸収粘着性混合物と、
　平らな基板として形成され、吸収粘着性混合物によって側壁に接着された不織布材料と
、
を有するバッグ。
【請求項２１】
　高吸収性ポリマーは、ポリアクリル酸ソーダである、請求項２０に記載のバッグ。
【請求項２２】
　不織布材料は、ポリプロピレン、ポリエチレン、エチレン、ナイロンおよびポリエステ
ルから成るグループから選択される、請求項２０に記載のバッグ。
【請求項２３】
　接着剤に混合された超吸収性ポリマーの粒子を含む吸収粘着性混合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に内容物を収容するためのバッグに関し、より詳細には実質的に漏洩し
ないように適応されたバッグに関する。本発明は、詳細にはごみ収集と食品貯蔵の分野で
応用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　現代社会の種々様々な用途に多くの様式の柔軟なバッグが使用されている。例えば、バ
ッグの１つの共通の用途は、ごみ入れ缶や類似のごみ容器用のライナーとしての用途であ
る。ライナーを使用するごみ容器は、家庭の台所の小さなごみ入れ缶から公共の場やレス
トランにある更に大容量のドラム缶まで、多くの場所で見られる。そのようなごみ容器の
ライナーとして使用されるように設計されたバッグは、一般に、低コストで柔軟な熱可塑
性材料で作成されている。しばしば廃棄物の副生成物となる液体や汁を保持するために、
熱可塑性材料が液体不浸透性であることが極めて望ましい。更に、最も頑丈なバッグでも
、熱可塑性の側壁材料の破裂や継ぎ合わせ不良によって漏れが起こる場合がある。そのよ
うな漏れによって、バッグを取り外しているときに液体がごみ入れ缶の底に流出したり床
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や地面に直接流出することがあることを理解されよう。
【０００３】
　柔軟なバッグのもう１つの一般用途は、食品貯蔵分野である。この場合も、そのような
バッグは、柔軟な熱可塑性材料から作成される。熱可塑性材料の液体不浸透性は、蓄える
食品と関連して生じることがある液体や汁を保持するのに役立ち、それにより食品が保存
されかつ漏れによって生じる汚れが回避される。当然ながら、食品産業で使用されている
貯蔵用バッグは、特に過酷な用途のため、あるいは一般的な摩耗と引き裂けによって、そ
れまでの実績を損なう漏れを生じる場合がある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、耐漏れ性を改善するように適応されたバッグを提供する。バッグは、内容積
を提供する柔軟な側壁を有する。バッグに格納された物品からの液体を吸収し保持するた
めに、バッグは、それ自体の重さの何倍もの流体を吸収し保持することができかつバッグ
内の適切な位置に配置することができる高吸収性ポリマーなどの吸収剤からなる吸収粘着
性混合物を含む。吸収粘着性混合物は、吸収剤の他に、混合物が吸収した液体で膨脹する
ときでもバッグに取り付けられたままになるようにする接着剤も含むことができる。この
取り付けは、液体が吸収材料を回避しないように液体を捕捉するに有利である。
【０００５】
　追加の液体吸収のために、バッグは、不織布材料などの材料で作成された基材を含むこ
ともできる。バッグの柔軟な側壁と基材の間に吸収粘着性混合物を付着させて、これらの
側壁と基材を貼り付けることができる。従って、一態様では、本発明は、柔軟な側壁、吸
収粘着性混合物および基材を含む多層構造を提供する。吸収剤と基材の材料は、異なる液
体を吸収し保持し、それによりバッグの耐漏れ性を改善するように選択することができる
。
【０００６】
　更に他の態様では、バッグは、バッグの内容物から出る可能性のある腐敗臭を含む臭気
を減少させるかまたはなくすために臭気中和成分などの付加機能を有することができる。
含有物の別の機能は、挿入する際にほころびや引き裂けなしに物体を収容するためにバッ
グの側壁が伸張するように構成することができ、それにより漏れの可能性を更に回避でき
ることである。
【０００７】
　従って、本発明の利点は、液体を吸収しそれにより漏れを防ぐように適応された熱可塑
性バッグを提供することである。別の利点は、別の態様において、バッグが、バッグの内
容物によって生成される可能性のある臭気を根絶する臭気中和成分を含むことができるこ
とである。本発明の以上その他の利点および機能は、詳細な説明と添付図面から明らかに
なるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、図面において、類似の参照符号が類似の要素を指す。図１に柔軟なバッグ１００
の一実施形態が示されている。柔軟なバッグは、一般に、様々な異なる内容物を収容する
ことができるが、図１に示した特定のバッグ１００は、ごみ入れ缶または類似のごみ容器
にライナーとして使用されるように設計されている。バッグ１００は、第１の側壁１０２
と、第１の側壁と重なり向かい合う第２の側壁１０４とからなり、その間に内容積１０６
を提供する。第１と第２の側壁１０２と１０４は、第１の側縁１１０、平行または非平行
な第２の側縁１１２、および第１と第２の側縁の間に延在する閉じた下縁１１４に沿って
接合されている。第１と第２の側壁１０２と１０４は、滑らかで薄肉のウェブまたはシー
トに形成された柔軟または従順な熱可塑性材料から作成されることが好ましい。適切な熱
可塑性材料の例には、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、鎖状低密度ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、エチレン酢酸ビニル、ナイロン、ポリエステル、エチレンビニルア
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ルコールがあり、これらの組み合わせならびに単一層または複数層で形成することができ
る。ごみ入れ缶ライナーとして使用されるとき、熱可塑性材料は、一般に、不透明になる
が、他の用途では、透明、半透明、または薄い色の付いたものでよい。更に、側壁に使用
される材料は、ガス不透過材料でよい。側壁１０２と１０４は、例えばヒートシールなど
の任意の適切な方法によって、第１と第２の側縁１１０と１１２および下縁１１４に沿っ
て接合することができる。例えば内容積１０６にアクセスしてごみや廃物を入れるために
、第１と第２の側壁１０２と１０４の上縁１２０と１２２は、開口部１２４を画定するた
めに接合されないままである。
【０００９】
　しばしば収容される液体と汁あるいは入れられたごみの副生成物を吸収し保持するため
に、内容積１０６内に吸収粘着性混合物１３０と基材１４０を入れることができる。示し
た実施形態では、吸収粘着性混合物１３０と基材１４０は、重力作用を受けた液体と汁が
集まる可能性が高い閉じた下縁１１４に沿って配置された層状ストリップ１２８に組み込
まれる。具体的には、吸収粘着性混合物１３０は、基材１４０が吸収粘着性混合物の上に
拡がり覆っている状態で、熱可塑性側壁１０２と１０４の隣接した薄層として提供される
。しかしながら、他の実施形態では、吸収粘着性混合物と基材は、内容積内の別々に異な
る場所に貼り付けることもできる。吸収粘着性混合物１３０と基材１４０は、別の状況で
、柔軟な側壁１０２、１０４の継ぎ目、パンク穴または切り裂け部から漏れあるいは開口
部１２４からのこぼれ出る液体を吸収し保持する働きをする。
【００１０】
　図２と図３を参照すると、吸収粘着材１３０は、高吸収性ポリマーなどの吸収剤を接着
剤と混ぜ合わせることによって作成することができる。高吸収性ポリマーは、それ自体の
重みの何倍も水を吸収し保持することができる。 高吸収性ポリマーと共重合体には、ポ
リアクリル酸ゲル化材料とアクリル酸グラフトデンプンゲル化材料（例えば、アクリル酸
カリウム、アクリル酸ナトリウム、ポリアクリル酸ナトリウム、溶液重合体、高吸収性繊
維など）などの部分的に中和されたヒドロゲル形成ゲル化材料があるがこれらに限定され
ない。ポリアクリル酸ナトリウムは、例えば、その重量の最大２０倍、場合によってはそ
の重量の最大５０倍の水を収容することができる親水性重合体材料である。高吸収性ポリ
マーは、一般に、接着剤１３４が混ざり易くかつ接着剤１３４中に懸濁可能な粒子１３２
またはフレーク状結晶として入手可能である。他の実施形態では、高吸収性ポリマーの代
わりまたは追加として、吸収剤は、クレー、シリカ、滑石、珪藻土、パーライト、蛭石、
カーボン、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、珪酸アルミニウム、炭酸ナトリウム、炭酸
カルシウム、吸収性ゲル化材料、クレープ紙（creped tissue）、発泡材、木材パルプ、
綿、精製綿、紙、紙綿、スポンジ、および乾燥剤でよい。
【００１１】
　接着剤１３４は、高吸収性ポリマー粒子１３２の混合を可能にする粘着特性を少なくと
も最初に示す任意の適切な接着剤でよい。高吸収性ポリマー１３２と接着剤１３４の混合
により、側壁の内側面に容易に付着させることができるゲルまたはペーストができる。接
着剤は、液体を吸収する際に起こる可能性のある高吸収性ポリマーの膨潤に対応するため
に、長い時間いくつかの流体または弾性特性を維持しなければならない。適切なタイプの
接着の例には、ホットメルト、天然または合成水性糊、溶剤接着、押し出し成形、感圧接
着剤、および多成分糊がある。テープ、両面テープ、面ファスナ、水素結合、エントラッ
プメント、ヒートシール、および静電気帯電を含む、機械的デバイスや化学的デバイスな
どの他の取り付けデバイスを使用することができる。
【００１２】
　特定の基材１４０は、任意の適切な材料でよい。適切な基材の例には、木材パルプ、綿
、レーヨン、ポリエステルや、例えばポリプロピレン、ポリエチレン、ナイロンまたはポ
リエステルなどのオレフィンを含む天然または合成繊維で作成された不織布材料があり、
この不織布材料は、化学的結合、機械的結合、および熱的結合などの結合方法、ならびに
メルトブロー（melt blown）、スパンボンド（spun bond）、ハイドロエンタングル（hyd
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roentangle）、ニードルパンチ、バッティング（batting）、スルーエアー（through-air
）、カレンダー、ドライレイド（dry-laid）またはウェットレイド（wet-laid）などの方
法を使用するエアレイド（air laid）、カード（carded）、ウェットフォーム、押し出し
成形を含む任意の適切な操作によって形成することができる。示した実施形態では、不織
布材料は、閉じた下縁１１６に沿った側壁の内側面に吸収性接着剤１３０でしっかりと接
合することができる平らで連続的した柔軟な基材またはストリップとして提供される。
【００１３】
　高吸収性ポリマー１３２と同じように、不織布基材１４０もまた、バッグ１００内にあ
る流体と汁を吸収し保持する働きをする。不織布基材１４０は、高吸収性ポリマー１３２
から拒絶されるかにじみ出る特定の液体を吸収し保持するように選択され、あるいは特別
に処理することができる。例えば、一般に、高吸収性ポリマーは、極めて親水性であるが
、油や他の複合的液体を吸収しない傾向がある。不織布材料は、そのような油や複合液体
を不織布繊維の間の隙間とポリマー内に吸収し閉じ込めることができる。従って、バッグ
１００内の吸収性接着剤１３０と不織布材料１４０の組み合わせは、様々な異なる液体を
吸収し保持することができ、それにより液体が漏れる可能性が低下する。
【００１４】
　不織布基材１４０は、また、他の有利な特徴と目的も提供する。例えば、不織布基材１
４０に接触した液体は、材料に染み込み、吸収粘着性混合物層１３０全体に渡ってより均
一に分散することができる。更に、不織布基材１４０は、吸収粘着性混合物の支持体を提
供する。より具体的には、吸収粘着性混合物層１３０を不織布基材で覆うことにより、混
合物の接着性のために、側壁１０２と１０４の内側面が内側面自体とくっついたり挿入さ
れた内容物とくっついたりするのを防ぐに役立つ。更に、吸収粘着性混合物層１３０と不
織布基材１４０を追加することによって、側壁が、穴あき、破損および摩耗に対して更に
強くなる。
【００１５】
　他の実施形態では、不織布材料を利用する代わりに、他の材料で基材１４０を作成する
ことができる。例えば、基材１４０は、不織布材料のウィッキング特性によって吸収特性
と液体分布を同様に提供するセルロースを主成分とする材料から作成されてもよい。基材
１４０は、また、吸収粘着性混合物の類似の支持特性を示す織物、有孔フィルムおよび共
押出フィルムを含む熱可塑性フィルム、エンボス加工または穴あけされた改質フィルム、
ラミネーション、共押出し成形品から作成することもできる。
【００１６】
　バッグが、ごみ入れ缶のライナー用として設計された実施形態では、収容されたごみか
ら生じる臭気を減少させるために臭気中和機能を有することが望ましい場合がある。臭気
中和機能の例は、特許文献１（米国特許出願番号１０／７１７，０９９（公開番号ＵＳ２
００４／０１３４９２３））に開示され、この出願は、参照により全体が本明細書に組み
込まれる。臭気中和機能は、悪臭の原因となる分子を能動的に吸収して除去する働きをす
ることができる。追加または代替として、臭気中和機能自体が、芳香のように作用する効
果で、ごみから生じる臭気や悪臭を隠す快適な香気または芳香を生成してもよい。追加ま
たは代替として、臭気吸収剤、制御剤、抑制剤、および相乗効果のある組み合わせを使用
することもできる。臭気中和機能を提供する材料は、吸収粘着性混合物、基材、または熱
可塑性側壁に、任意の適切な方法によって付着または収容されてもよい。臭気吸収剤は、
広範囲にわたる臭気のある分子を吸収しなくすことを可能にする特定の構造を持つ分子を
含むことができる。そのような材料には、例えば、シクロデキストリン、ゼオライト、活
性炭、ケイソウ土、キレート剤、キチン、アルカリ金属炭酸塩および重炭酸塩、メタゼン
（metazene）、二酸化塩素、カルボン酸などのｐＨ緩衝材がある。また、ポリアクリル酸
ゲル化材料やアクリル酸グラフトデンプンゲル化材料などのいくつかのヒドロゲル形成芳
香吸収ゲル化材料も有用であり、これらの材料は、流体吸収材料としても働く。芳香抑制
剤は、悪臭の原因となる生物学的プロセス、特にバクテリアと微生物の活動による食品ご
みの分解を伴うプロセスを中断する成分を含むことができる。芳香抑制剤は、抗菌剤、キ
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レート剤および金属塩類を含むことができる。相乗効果的な組み合わせは、シクロデキス
トリン、活性炭、重炭酸ナトリウム、吸収性ゲル化材料、ゼオライト、シリカおよびこれ
らの組み合わせ、キレート剤、および抗菌剤のグループから選択された芳香吸収成分を含
む芳香中和化合物を含むごみ袋を含むことができる。
【特許文献１】米国特許出願番号第１０／７１７，０９９号明細書
【００１７】
　さらに他の実施形態では、バッグの熱可塑性側壁は、破裂なしに扱いにくい物体もしく
はかさばる物体を収容することを可能にするように延びるかまたは湾曲するように構成す
ることができ、それにより漏れをさらに防ぐことができる。図４と図５を参照すると、側
壁材料の一部分１８０は、複数の第１の領域１８２と複数の第２の領域１８４を含む「伸
縮自在網（strainable network）」を有することができる。第２の領域１８４は、隆起し
たリブ状要素１８６を材料に浮き彫りにすることによって形成することができ、その結果
、第２の領域と第１の領域が、図４に示した非伸張状態では、瘤状にされるか収縮される
。図５に矢印１９０で示したような引っ張り力が加えられたとき、リブ状要素１８６は、
第１と第２の領域１８２と１８４が互いに実質的に共面になるようにまっすぐになるかま
たは幾何学的に変形する。この操作により、材料１８０が伸びるかまたは延長することを
理解するであろう。かさばる物体を収容する他に、伸縮自在網は、物体が急に押し込まれ
たりバッグ内に落とされたときの衝撃を減衰する。
【００１８】
　図６を参照すると、内容積を提供するために少なくとも閉じた下縁２１４に沿って接合
された第１と第２の柔軟な側壁２０２と２０４を有するバッグ２００の別の実施形態が示
されている。バッグ２００に入れられる液体と汁を吸収し保持するために、内容積２０６
内に吸収剤２３０が位置決めされている。示した実施形態では、吸収剤２３０は、閉じら
れた下縁２１４に沿って配置されているが、他の実施形態では内容積２０６内の他のどの
場所に配置されてもよい。吸収剤は、例えば、高吸収性ポリマー、クレー、シリカ、滑石
、珪藻土、パーライト、蛭石、カーボン、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、珪酸アルミ
ニウム、炭酸ナトリウム、炭酸カルシウム、吸収性ゲル化材料、クレープ紙、発泡材、木
材パルプ、綿、精製綿、紙綿、スポンジおよび乾燥剤を含む任意の適切な作用物でよい。
更に、吸収剤は、マット、シート、ブロック、または圧縮複合物を含む任意の適切な形態
で提供することができる。
【００１９】
　図７を参照すると、内容積を提供するために閉じられた下縁３１４に沿って接合されて
第１と第２の柔軟な側壁３０２と３０４を有するバッグ３００の別の実施形態が示されて
いる。内容積３０６に入れられる液体または汁を吸収し保持するために、内容積３０６内
に吸収粘着性混合物３３０が入れられる。示した実施形態では、吸収粘着性混合物３３０
は、閉じられた下縁３１４に沿って配置されているが、他の実施形態では内容積３０６内
の他のどの場所に配置されてもよい。吸収粘着性混合物は、前述の吸収剤と接着剤の任意
の組み合わせから形成することができる。更に、吸収粘着性混合物３３０は、バッグの内
側に、ストリップ、パッチ、あるいはストリップおよび／またはパッチのパターンとして
任意の適切な形状または方式で貼り付けることができる。
【００２０】
　ごみ入れ缶ライナーの場合、一般に、吸収粘着性混合物と基材を、通常液体が流れるバ
ッグの閉じられた下縁に沿って配置することが望ましいが、バッグが他の用途用のとき、
吸収粘着性混合物材料を、バッグ内の液体に遭遇する可能性が高い任意の場所に提供する
ことができる。例えば、図８を参照すると、バッグ４００の一実施形態は、食品の保存や
輸送など、より一般的な用途用である。バッグ４００は、熱可塑性材料に加えて、紙また
は紙状材料から形成することができる向かい合った第１と第２の柔軟な側壁４０２と４０
４を有する。第１と第２の側壁４０２と４０４は、バッグ４００の最上部にある開口部４
２４からアクセス可能な内容積４０６を提供するように接合されている。詳細には、側壁
４０２と４０４は、第１の側縁４１０、平行な第２の側縁４１２、および第１と第２の側
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縁の間に延在する閉じた下縁４１４に沿って接合される。示した実施形態では、第１の側
縁４１０、第２の側縁４１２および閉じた下縁４１４は、第１と第２の側壁４０２と４０
４を互いに近づけたり遠ざけたりし、それにより内容積４０６が拡張し収縮することを可
能にするまち（gusset）として形成される。
【００２１】
　示した実施形態において、吸収粘着性混合物と基材は、複合ストリップとして提供され
る。前述のように、複合材料の第１のストリップ４５０が、閉じた下縁４１４に沿った第
１の側壁に貼り付けられ、第１と第２の側縁４１０と４１２の間に延在する。しかしなが
ら、複合材料の第２のストリップ４５２は、バッグ４００のほぼ開口部４２４のまわりに
提供される。更に、第１の側壁４０２を対角線方向に横切り第１の側縁４１０と開口部４
２４の合流点から第２の側縁４１２と閉じられた下縁４１４の合流点まで延在する第３の
材料ストリップ４５４を提供することができる。バッグの様々な実施形態において、スト
リップとその位置の様々な組み合わせを含むことができる。例えば、バッグは、開口部を
横切って延在する１つの材料ストリップだけを含んでもよく、第１の側壁を対角線方向に
延在する１つの材料ストリップだけを含んでもよい。
【００２２】
　図９に、吸収粘着性混合物と基材を含むバッグの別の実施形態を示す。バッグ５００は
、内容積５０６を提供するために平行な第１と第２の側縁５１０と５１２と閉じた下縁５
１４とに沿って接合された第１と第２の側壁５０２と５０４を有する。内容積５０６内に
アクセスするために、バッグ５００の最上部には開口部５２４が配置されている。吸収粘
着性混合物と基材は、この場合も、材料の複合ストリップ５５０として提供される。しか
しながら、示した実施形態では、複合ストリップ５５０は、開口部５２４と閉じた下縁５
１４の間のほぼ中間を第１の側壁５０２の真ん中を横切って、第１と第２の側縁５１０と
５１２の間に延在している。
【００２３】
　図１０に、吸収粘着性混合物と基材を含むバッグの別の実施形態を示す。バッグ６００
は、平行な第１と第２の側縁６１０、６１２と閉じた下縁６１４に沿って接合されて内容
積６０６を提供する第１と第２の側壁６０２と６０４を有する。内容積６０６にアクセス
するために、バッグ６００の最上部に開口部６２４が配置される。吸収粘着性混合物と基
材は、材料の複合ストリップ６５０として提供される。示した実施形態では、ストリップ
６５０は、閉じた下縁６１４に沿って延在するが、第１と第２の側縁６１０と６１２から
は離間されている。従って、ストリップ６５０の長さは、第１の側壁６０２の幅より短い
。ストリップ６５０を第１と第２の側縁６１０、６１２の手前で止めることによって、複
合材料のストリップが、第１と第２の側壁６０２と６０４を重ねて接合するために使用さ
れる接合操作を妨げることがない。
【００２４】
　図１１に、吸収粘着性混合物と基材を含むバッグの別の実施形態を示す。バッグ７００
は、平行な第１と第２の側縁７１０、７１２と閉じた下縁７２４に沿って接合されて内容
積７０６を提供する第１と第２の側壁７０２と７０４を有する。内容積７０６にアクセス
するために、バッグ７００の最上部に開口部７２４が配置される。吸収粘着性混合物と基
材は、この場合も、第１の側壁７０２に接着されたパッチ７５０として形成された貼り付
け層の組み合わせとして提供される。パッチ７５０は、バッグ全体の側縁７１０と７１２
および下縁７１４に沿って延在せずに、第１の側壁のほぼ中心に配置され、側縁と下縁か
ら離間されている。
【００２５】
　本発明のバッグは、開口部を閉じるための様々な封止機構のいずれかを備えてもよい。
例えば、図１と図２に示した実施形態を再び参照すると、例えばごみ入れ缶ライナーを取
り外して破棄するときにバッグ１００の開口部１２４を閉じるために、バッグに絞りテー
プ１５２が取り付けられる。図２を参照すると、絞りテープ１５２を収容するために、第
１の側壁１０２の第１の上縁１２０が、内容積１０６内に折り畳まれ側壁の内側面に貼り
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付けられ第１のヘム（hem）１５４が形成される。第２の上縁１２２は、同様に、折り畳
まれ第２の側壁１０４の内側面に貼り付けられて第２のヘム１５６が提供される。絞りテ
ープ１５２は、第１と第２の側縁１１０と１１２にしっかりと取り付けられ、第１と第２
の上縁１２０と１２２に沿って第１と第２のヘム１５４と１５６内を緩い状態で通る。絞
りテープ１５２を掴むために、第１と第２の上縁１２０と１２２のそれぞれに第１と第２
の切欠き１６０と１６２が開けられる。絞りテープ１５２を切欠き１６０と１６２から引
き出すことにより、上縁１２０と１２２が収縮し、それにより開口部１２４が閉じる。
【００２６】
　図９に示した実施形態を再び参照すると、結びフラップ（tie flap）５６０、５６２な
どの異なる封止手段を利用してバッグの開口部５２４を閉じることができる。結びフラッ
プ５６０と５６２は、バッグ５００を取り出し破棄するときに結ぶことができる側壁５０
２と５０４の材料の拡張部である。結びフラップと絞りテープの他に、他の適切な封止手
段には、ビニタイや機械式クリップがある。更に、バッグをゴミ容器に固定するために、
容器のリムのまわりに収縮するように折り畳むことができる弾性ストリップをバッグの開
口部のまわりに取り付けることができる。バッグが、ごみ入れ缶ライナーの他の用途で使
用されるように意図された実施形態では、他の適切な封止手段には、連動締付けストリッ
プ、低粘着性または可剥性接着剤、あるいは様々な上部折り畳み手段を含むことができる
。
【００２７】
　吸収粘着性混合物と基材を備えたバッグの製造は、図１２に示したような高速半自動環
境で実現することができる。生産は、最初の段階８００で、熱可塑性ウェブ材料料のウェ
ブ８０２を巻き出し、ウェブを矢印８０４で示した機械方向に進めることにより始まる。
図示した環境では、ウェブ８０２は、最初に、コアから巻き出される材料のロールとして
提供される。しかしながら、他の製造環境では、ウェブは、最初に他の形態で提供されて
もよく、あるいは熱可塑性製造作業から直接押し出し成形されてもよい。
【００２８】
　次の段階８１０で、ウェブ材料８０２内に同時に形成されたヘムシール内に絞りテープ
８１２を挿入することができる。絞りテープ８１２自体は、ヘムシール形成段階８１０の
前に、段階８１４で巻き出されかつ機械方向８０４に位置合わせされた連続した材料スト
リップとして提供されてもよい。絞りテープ８１２を挿入した後で、ウェブ材料８０２に
、複数の第１の領域と第１の領域よりも盛り上がった複数の第２の領域を提供し、それに
よりウェブに弾性品質が提供され、段階８１６で、ウェブ材料をエンボス加工あるいは他
の方法で処理することができる。
【００２９】
　次に、取り付け操作８２４で、前進中のウェブに吸収粘着性混合物８２０と基材材料８
２２を取り付けることができる。完成バッグの向かい合う第１と第２の側壁を提供するた
めにウェブ８０２が既に半分に折り畳まれて接合されているかあるいは第２のウェブが既
に第１のウェブに加えられ接合されている場合は、材料の取り付けを可能にするために側
壁を分離する穴あけ操作８１８を取り付け操作８２４より先に行うことができる。基材８
２２は、巻き出し操作８２６で巻き出される連続した材料ストリップとして提供されても
よい。吸収粘着性混合物８２０は、最初に、混合操作８２８で必要量の吸収剤８３０と接
着剤８３２を混合することにより作成される。次に、吸収粘着性混合物８２０を基材８２
２の一方または両方の面に沿って貼り付け、その組み合わせを、取り付け操作８２４によ
ってウェブ８０２に取り付けることができる。複数の吸収粘着性混合物層と基材を使用す
ることができる。
【００３０】
　他の可能な製造環境では、吸収剤８３０と接着剤８３２を予め混合する混合操作８２８
をなくすことができる。そのような例では、吸収剤８３０をウェブ材料８０２に直接塗布
し、次に接着剤８３２で被覆して吸収剤を適所に固定することができる。次に、基材８２
２は、接着剤８３２の上に配置され接着される。他の実施形態では、工程を逆にして、最
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初に接着剤８３２をウェブ材料８０２に塗布し、次に吸収剤８３０を接着剤の上に塗布す
ることができる。次に、基材８２２を吸収剤８３０の上に乗せて押し付け、接着剤８３２
を吸収剤に押し込んで基材と接触させ結合させることができる。吸収剤と接着剤を予め混
合された形態で得ることもできる。
【００３１】
　吸収粘着性混合物８２０と基材８２２をウェブ８０２に取り付けた後、段階８４０でバ
ッグの生産を再開する。バッグ製造段階８４０は、ウェブ８０２を完成バッグに組み込む
ために、様々な折り畳み操作、封止操作、切断操作または穿孔操作を伴うことができる。
完成したバッグは、梱包し配送するために巻き取り操作８４２でバッグを芯に巻き付けら
れるように、穿孔された側縁に沿って接合されたままでもよい。
【００３２】
　本明細書において引用した出版物、特許出願および特許を含むすべての参考文献は、参
照により各参考文献が組み込まれるように個別かつ具体的に示されまたその文献全体が説
明されたかのように本明細書に組み込まれる。
【００３３】
　本発明を説明する文脈（特に、以下の特許請求の範囲の文脈）での用語の使用は、本明
細書で特に示すかまたは文脈によって明示的に否定しない限り、単数と複数の両方を含む
ように解釈されるべきである。用語「含む」、「もつ」、「成る」等は、特に断らない限
り、オープンエンドの用語（即ち、「含むが限定されない」の意味）として解釈されるべ
きである。本明細書中の値の範囲の列挙は、特に断らない限り、範囲に含まれるそれぞれ
の異なる値を個々に参照する簡易的な方法として使用されており、それぞれの異なる値は
、個別に引用されたかのように本明細書に組み込まれる。本明細書で述べた全ての方法は
、本明細書で特に断らないか文脈によって明示的に否定しない限り、適切な任意の順序で
実行することができる。本明細書に示したあらゆる例または例示的文言（例えば、「など
」）の使用は、単に本発明をより明らかにするためのものであり、特に請求しない限り本
発明の範囲を限定しない。本明細書中の文言は、非請求要素を本発明の実施に不可欠なも
のとして示していると解釈されるべきでない。
【００３４】
　本明細書では、本発明を実施するために発明者が既知の最良の形態を含む本発明の好ま
しい実施形態を示す。そのような好ましい実施形態の変形例は、以上の説明を読むことに
より、当業者に明らかになるであろう。発明者は、当業者がそのような変形例を適切に使
用することを期待し、また本明細書に具体的に示した方法以外の方法で本発明を実施する
ことを意図する。従って、本発明は、適用法によって許されている添付の特許請求の範囲
に列挙された内容のすべての修正と等価物を含む。更に、本発明では、本明細書で特に断
らず文脈で明確に否定しない限り、すべての可能な変形例における前述の要素の任意の組
み合わせを含有する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】漏れを減少させるためにバッグの底に位置決めされた吸収粘着性混合物と基材を
備えまた開口部を閉じるための絞りテープを備えたバッグの斜視図である。
【図２】図１の線２－２に沿って切断した断面図である。
【図３】層で配列された柔軟なバッグ側壁、吸収粘着性混合物および基材を示す、図２に
示した領域の詳細図である。
【図４】伸縮自在かつ従順な特性をバッグに提供するのに適した１つのタイプの材料を示
す図４に示した領域の詳細な斜視図であり、この材料は、実質的に伸ばされていない状態
にある。
【図５】ある程度伸ばされた状態にある適切な材料を示す図１に示した領域の詳細な斜視
図である。
【図６】バッグの底に位置決めされた吸収剤を有するバッグの別の実施形態を示す図１の
線２－２に沿って切断した類似の断面図である。
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【図７】バッグの底に吸収粘着性混合物を有するバッグの別の実施形態を示す図１の線２
－２に沿って切断した類似の断面図である。
【図８】側壁を横切るストリップとして位置決めされた吸収粘着性混合物と基材を備えた
バッグの別の実施形態の斜視図であり、バッグは、更に、まち付き側縁とまち付き下縁を
有する。
【図９】第１の側壁の中間を横切るストリップとして位置決めされた吸収粘着性混合物と
基材を備えたバッグの別の実施形態の斜視図であり、バッグは、更に、開口部を閉じるた
めの結びフラップを有する。
【図１０】バッグの底に沿って側縁から離間されたストリップとして位置決めされた吸収
粘着性混合物と基材を備えたバッグの別の実施形態の斜視図である。
【図１１】側壁に対するパッチとして位置決めされた吸収粘着性混合物と基材を備えたバ
ッグの別の実施形態の斜視図である。
【図１２】吸収粘着性混合物と不織布材料を有するバッグを処理するためのバッグ製造環
境の概略図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１００　バッグ
　１０２、１０４　側壁
　１０６　内容積
　１１０、１１２　側縁
　１１４　下縁
　１２０、１２２　上縁
　１２４　開口部
　１２８　層状ストリップ
　１３０　吸収粘着性混合物（層）
　１３２　高吸収性ポリマー
　１３４　接着剤
　１４０　基材
　１５２　絞りテープ
　１６０　切欠き
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